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西川　嵐

　別紙配布資料のとおり
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活動が適切に実施されている

要望、助言に対する考え方

山中　康平

梶田　彩子

（ぐるうぷほうむ54番地　管理者）

・利用者様のことを考えて取り組んでいて良いと思いました。
・“必要とされている”という体験が大切だなと感じました。
・来年度からはコロナ禍で中止していた地域行事もできそうなので協力してもらえたらありがたいです。
・先日包括で研修会を開催した際に喜井さんが認知症の発表をして下さいました。今回の発表も含め皆さんがしっか
りとした理念のもと介護に取り組まれているので素晴らしいことだと思いました。

次回開催予定　令和6年5月16日（木）14時　予定

・利用者様の出来る能力を活かせるように声掛けして取り組んでもらっています。
・秋祭りはお神輿に来てもらったりしているので行事にも参加していきたいです。
・運営推進会議はお声掛けさせていただいている方のみでなく、近所の方やご友人をお誘いあわせの上皆さんで参
加していただけます。今後ともよろしくお願いいたします。

(共通様式2）

運営推進会議等開催報告書

ぐるうぷほうむ3丁目事業所名

997-7141

(民生委員)

しょうきぼたきのうほうむ3丁目　デイルーム

3

(ぐるうぷほうむ3丁目　施設職員)

藤田　様

山﨑　様 (水泥町区長)
白木　様 (地域包括支援センター小野久米)

（ぐるうぷほうむ54番地　管理者）

石山　幸代 (施設職員)



 

ぐるうぷほうむ３丁目 

 

☆利用状況について（令和 6 年 3 月 21 日 現在） 

＜ぐるうぷほうむ 3 丁目＞ 

   ○入居者 8 名 （男性 1 名  女性 7 名）   

・女性の方 1 名 老衰のためご逝去されました。 

 

  ☆現在空室が１部屋となっています。 

 

☆活動報告 （令和 6 年 2 月・3 月） 

〇研修〇 

              小野久米の包括支援センターが主催している 

ケアマネジャーさんや久米地区の民生委員さん 

との交流会に参加させて頂きました。 

              VR 体験を通して認知症の方の世界を疑似的に 

体験、そして認知症についての理解を深める 

ための勉強や意見交換を行いました。 

              初めての VR 体験では、認知症の方の周りの 

見え方を知ることができたり、気持ちを体験 

することができとても勉強になりました。 

 



〇家事〇 

いつも食事の前に机を拭いてくださって 

います。 

最近ノロウイルスや食中毒のニュースを耳 

にすることが増えてきたので、いつもより 

念入りに拭いてくださっています。 

また、コロナウイルスやインフルエンザ 

も流行しているため施設全体で感染対策を 

行っています。 

 

 

〇飾りつけ〇 

 

 

 

 

 

 

季節ごとにリビングや廊下の飾りを入居者様と一緒に作って、張り替えを

行っています        

今回は「ひなまつり             」をテーマにしました。女性の入居者様が多い３丁

目では、ピンク色をちりばめて明るい雰囲気に仕上がりました♪ 



〇節分〇 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

２月３日は節分の日！今年も鬼         がやってきました！ 

いつもは職員が鬼役をやるのですが、今年は入居者様がノリノリで鬼の面

をかぶってくださり、しっかりとポーズまで決めてくださいました♪ 

入居者様に豆を投げるわけにはいかないので、他の入居者様と投げるふり

だけして一年の無病息災を願いました      


